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女性の味覚と月経周期

活水女子短大 古揖久代

〔(社)日本家政学会

　目的　女性の塩味覚および酸味覚が．月経周期に対応して変化し、月経周期後半期は、

前半期よりも．高濃度の嗜好性を呈することを確認し、すでに報告した．そこで今回は、

甘味に対する嗜好性および．塩味、酸味、甘味の闇値に対する識別能力においても．同様

の傾向を示すものかどうか、その実熊調査を行った．

　方法　①甘味に対する嗜好性については. 蕉糖15,20,25>! のゼ<) - に対する, 7段階

評定尺度を用いた採点法により. ②闇値識別能力については、食塩0.15%,酢酸0.007J!,

蔵糖0.42　濃度m液に対する二点比較法によtj,官能検査を行った。その結果を月経周期

に対応させて。統計処理を行った。

　結果　①の調査結果：男子学生の場合は．個人差は大きいが個々の味覚が安定している

のに対し、女子学生の場合は．月経周期に対応して味覚が変動し. II糖濃度20%に対して．

１週目と４週目に有意差が認められた．@の調査結果；酸味．甘味に対しては、月経周期

後半に識別能力の低下がみられたが．有意差は認められなかった．しかし塩味覚は．月経

周期前半より後半に識別能力が低下し, 1 %の危険率で有意差を示した．反復テスト後の

正解率も、前半期は上昇し、後半期は不正解率が上昇した．塩味の購値識別能力において

も、塩味．酸味．甘味の嗜好テストと同じ傾向を示し、月経周期前半期よりも後半期に、

識別能力が低下するものと思われる．

江戸時代i 限代I: 馮ヽIt多篠鯛程浅め比較乃衆

昭和せ子丸矩丸　It-ヽ本戻義子･

　g 的　調弩ほ'j 糾哩又化とu T 伝承 ぎれっっ，時べ≪ i i^ え仁乃Ji,嗜 こ;=・t 麦化-? 5.

現代IT令曝味め支を<v-鳶し < , 4i'i-寸知勿球をしTz晴代T.- ろn. 仏経食g t-あ% ル<≫?噴限

･ ’ロ｀ilヽこt 2t代的rr-筏簡や九 t -^々一恥<l >ヽ-K.I, れ。，恥T-_If ^ fS、ｆ･Ha わ，し % -r か1 刈if、

が鳶めらi^- -i. μ戸時代I*料狸ぞ蓼考≪i 硯池*>･■-^ 収a 域I- i{_^ ^ 一力, 訓穆･こ呼 -ヽ^嗜活

や砂備'f t-･j 愛的β養代りi ･･t ･t-｛リ'I , ー瓦賤附'-- ;ヽい1- -Js-代化t "s･･≫n 時氏-,末期

t-恥ろ。近ぞt 陳K 1 将色に鳶8 レ，絡鋼尽i5､･i vi 恥t 呵一調環1＝あ’・j ・釧哩μ. り咲i<rt Jv

え,ヽI i^賎馬療し, i- T，穆代。跨朗弓匯。iiS.略夕頓IこころみTx。

　75 it　江戸呵代･り晦翔埋阻･う収^IこIt B ^財琴拷伝幕政4 ‘ 悉に収剱^ 心t ヽ■3 靭H幸

男･t t..-季利奪4雀I 明いr- ｡

　.if藁　江戸時代a 梅匍^隅ご掛j^S噴･アウβ汪i＝町*£.水i: i| < v f IS 匁t 爆t -f ^ t“噴

IT ^ e ^･匈*- ihヽ'), *|.i| >T ４ ９･- IIｉ 哺順，ii ･ rg.iX 籾if, 1梅岐(fflil; ， 梅fト

･iヵ掩葦呵i%, 哺a.,-重) t w無丿■-- 海栗晦順（＆梅> 'に- #v あ^．砂綿i 哨ヽヽ?.;f 呼おt゛

II i面i- 恥It fast 砂糖V iS≪7=X -x.序-v砂拷竃グ哨-ヽら*， ｔ IFi･I), it顧とI X 4 柵-f fc>*降子

し1 !bﾀ堵項T ，梅濤，t看朗々’しそ ^ h-･，ｉ 多-e-露峰■ 誉A ii n t- *-"A る。梅-･岬i九'^‘r 「

iit ･≫現代・･砂精it捨々捧ジ｀。一7. IT ｔ 4 n^n い。ず噪，急落S-1．しT 格子レめゑ疼ゆあV

ｆ青応･りiltχ毎，（シロ..,ﾌ･左・･≪-霧島ﾀにっヽヽt り記ii｡は%^ ら氏yj- ヽ.，ｲ≪,I- 丿一吠調可々ヽ‘あ%.

根｡代'> 路鋤琴ほ；目的ﾇ･目~ 梅乖it 抽t , 柊冪窄嗅･ち　格畢裳及"I 3 系f) μ種,=令りヅ。*-，

佃μぷ凭哺塚*"｝･V。'4>i.匁哩々'fトレンジ‘りり，i政唯楕il ≫い- *--俐軋ii -I-･あろ。


